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１ 下水道事業会計決算額一覧 

                                   （単位：円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ページ № 課名 事業費

10 1 管渠費 道路下水道課 80,496,245

11 2 流域下水道費 道路下水道課 344,315,238

12 3 総係費 道路下水道課 120,138,549

13 4 減価償却費 道路下水道課 684,348,112

14 5 支払利息 道路下水道課 67,927,837

15 6 過年度損益修正損 道路下水道課 3,309

16 7 その他特別損失 道路下水道課 4,791,721

17 8 予備費 道路下水道課 0

合計 1,302,021,011

18 9 管渠整備費 道路下水道課 246,263,316

19 10 管渠改良事業費 道路下水道課 8,580,000

20 11 多摩川上流流域下水道建設負担金 道路下水道課 100,576,586

21 12 企業債償還金 道路下水道課 345,749,659

22 13 基金積立金 道路下水道課 282,258,000

資本的支出 合計 983,427,561

収益的支出

　事　　　業　　　名
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2 決算説明 

決算説明の見方 
■財務諸表 

  下水道事業会計では、一般会計と異なり地方公営企業法に基づく財務諸表を作成しています。 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

① 貸借対照表                                  （単位：千円） 

【貸借対照表】 

 企業の財政状態を明らかにするため、一定の時点において当該企業が保有するすべての資産、

負債及び資本を総括的に表した報告書です。 

 

≪資産の部≫ 

１.固定資産 

有形固定資産（形ある資産）、無形固定資産（形ない資産）などを表しています。 

２.流動資産 

現金預金や未収金などを表しています。 

≪負債の部≫ 

１.固定負債 

償還期限が 1年以降に到来する企業債を表しています。 

２.流動負債 

償還期限が 1年以内に到来する企業債や未払金などを表しています。 

３.繰延収益 

長期前受金や長期前受金収益化累計額を表しています。 

≪資本の部≫ 

１.資本金 

固有資本金や繰入資本金を表しています。 

２.剰余金 

当年度の未処分利益剰余金を表しています。 

オ 会計別財務諸表                

平成30年度 令和元年度 増減 平成30年度 令和元年度 増減

１ 16,791,920 １ 2,659,537

13,334,565 2,659,537

3,660 ２ 401,956

13,689,367 313,787

△ 588,617 84,144

302 4,025

△ 136 ３ 8,088,800

229,989 8,418,009

2,021,963 △ 329,209

2,021,963 11,150,293

1,435,392 資本の部

1,435,392 １ 資本金 5,888,579

２ 479,068 5,734,527

406,124 154,052

74,781 ２ 232,116

△ 1,837 232,116

17,270,988 6,120,695

17,270,988

当年度未処分利益剰余貸倒引当金

資産の部合計

負債及び資本の部合計

未収金

繰延収益

長期前受金収益化累計額

施設利用権

固定負債

土地

建設改良費等の財源にあてる
ための企業債

構築物

流動負債

有形固定資産

無形固定資産

減価償却累計額

建設仮勘定

負債の部合計

資本の部合計

勘定科目 勘定科目

資産の部 負債の部

減価償却累計額

機械及び装置

建設改良費等の財源にあてる
ための企業債

未払金

賞与引当金

固定資産

投資その他の資産

基金

固有資本金

繰入資本金

剰余金

流動資産

長期前受金

現金預金
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② 損益計算書          （単位：千円） 

【損益計算書】 

 一営業期間における企業の経営成績を明らか

にするために、その期間中に得たすべての収益

と、これに対応するすべての費用を記載し、純

損益とその発生の由来を表した報告書です。 

 

≪営業収益≫ 

  下水道使用料や雨水処理負担金などの主た

る営業収益を表しています。 

≪営業費用≫ 

  管渠費や流域下水道費などの主たる事業活

動の費用を表しています。 

≪営業外収益≫ 

  受取利息及び配当金や他会計負担金などの

主たる営業活動以外の収益を表しています。 

≪営業外費用≫ 

  支払利息や事業の経常的活動以外の活動に

よって生じる費用を表しています。 

≪特別損失≫ 

  過年度損益修正損やその他特別損失など事

業の臨時的に生じた費用を表しています。 

 

平成30年度 令和元年度 増減

946,737

202,764

465

1,149,966

73,886

315,876

119,349

684,348

1,193,459

△ 43,493
348

12,009

4,590

329,209

2,176

348,332

67,928

67,928

236,911

3

4,792

4,795

232,116

232,116

過年度損益修正損

その他特別損失

５

特

別

損

失

当年度純利益

当年度未処分利益剰余金

小計

４

営

業

外

費

用

経常利益

営業損失

小計

支払利息

小計

受取利息及び配当金
３

営

業

外

収

益

補助金

他会計負担金

長期前受金戻入

雑収益

勘定科目
１

営

業

収

益

管渠費

流域下水道費

総係費

減価償却費

２

営

業

費

用

小計

小計

下水道使用料

雨水処理負担金

手数料

③キャッシュ・フロー計算書      （単位：千円） 

【キャッシュ・フロー計算書】 

  一事業年度のキャッシュ・フロー（現金収支） 

の状況を活動区分別に表した報告書です。 

 

 

≪業務活動によるキャッシュ・フロー≫ 

  業務活動の実施による収支を表しています。 

 ≪投資活動によるキャッシュ・フロー≫ 

  固定資産の取得及び売却による収支を表し 

ています。 

 ≪財務活動によるキャッシュ・フロー≫ 

  増資や減資による収支や資金調達、返済に 

よる収支を表しています。 

平成30年度 令和元年度 増減

232,116

684,348

1,837

2,347

△ 329,209

△ 348

67,928

19,351

△ 58,135
620,235

348

△ 67,928

552,655

△ 231,084

△ 91,515

8,044

8,559

△ 282,258

△ 588,254

210,000

△ 345,750

154,052

18,302

△ 17,297

423,421

406,124

利息の支払額
業務活動によるキャッシュ・フロー

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

国庫補助金等による収入

受益者負担金等による収入

基金の積立による支出

資金増加額（又は減少額）

勘定科目

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

未収金の増減額（△は増加）

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

貸倒引当金の増減額（△は減少）

賞与引当金の増減額（△は減少）

有形固定資産の取得による支出

未払金の増減額（△は減少）

小　計

利息及び配当金の受取額

資金期首残高

資金期末残高

投資活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるため
の企業債の償還による支出

他会計からの出資による収入

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てる
ための企業債による収入

財務活動によるキャッシュ・フロー

無形固定資産の取得による支出
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注記 

(１) 財務諸表共通 

  ア  令和元年度より下水道事業は地方公営企業会計を適用しているため、平成 30 年度及び、 

増減は、「空欄」になります。 

(２)  損益計算書 

  ア 損益計算書の「その他特別損失」は令和元年度以前（公営企業会計適用以前）に発生した 

費用（賞与や法定福利）について特別損失として計上しています。 

 

④ 資本金計算書                （単位：千円） 

⑤ 財務構造分析                

カ 下水道事業会計総括                

【下水道会計総括】 

 当該年度の取り組みを振り返り、下水道会計の総括を表しています。 

平成30年度 令和元年度 増減

5,734,527

386,168

6,120,695

当期首残高

当期変動額

当期末残高

項目

【財務構造分析】 

 ≪固定資産の主な構成割合≫ 

  貸借対照表における固定資産の割合を円グラフで表しています。 

 ≪費用及び特別損失の主な構成割合≫ 

  損益計算書における費用の割合を棒グラフで表しています。 

  下水道総合計画及びストックマネジメント計画に基づき、汚水事業については汚水管渠点検
委託を、雨水事業については浸水・冠水箇所の早期解消を図るために雨水管渠整備を進め、適
正な維持管理に努めました。また、地方公営企業法に準じた公営企業会計への移行し、発生主
義に基づく複式簿記による会計処理を行うことにより、資産及びコストを含む全体の経営状況
を把握することができました。将来にわたり持続可能なサービスとなるようにより効率的で健
全な経営を目指していきます。

【資本金計算書】 

 資本金や事業で得られた利益などを表した報告書です。 

 

固定資産の主な構成割合
 

費用及び特別損失の主な構成割合

令和元年度
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■事業別決算説明 
 下水道事業会計では、一般会計と異なる独自様式で実施計画決算を記載しています。各個票は

「目単位」で構成されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項

2

合計 80,496,245

予算現額（千円） 108,332

14,900 鉄道用地

下水道施設修繕

71,850 回線使用料等

支
出
済
額

69,731 電気料 43,756,622

36,583,142

管渠調査

管渠清掃

ストックマネジメント点検

ポンプ施設保守点検

流量計保守点検

修繕待機

樋管及び下の川草刈り等

樋管開閉機保守点検

下水道河川占用区域測量

地下埋設物調査

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

69,036,7491 下水道使用料 63,999,677

1 西住宅周辺排水路維持管理負担金 178,720

予算科目 款 下水道事業費用 項 営業費用

（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額
合計金額

2 防災・安全交付金 4,300,000 基金利息 343,352

2 公共下水道施設整備事業補助金 215,000

1

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

光熱水費

通信運搬費

委託料

賃借料

修繕費

事業名（目） 管渠費

事業概要

下水道施設の維持管理のため、調査や清掃、修繕などを実施します。

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ

実施計画決算 
★ 

○ 

①【実施計画決算】 

予算化された事業の支出決算や事業に充当された主な特定財源など、実施計画の決算情報を 

記載しています。 

②【主要な施策】 

  主要な施策に該当する事業には★印を付けています。 

③【特定財源内訳】 

  収入のうち、特定財源として事業に充当した金額の内訳を記載しています。 

④【支出済額】 

  事業における支出の決算額を記載しています。事業を構成する節ごとに決算額を記載してい 

ます。事務改善等を図った節名称には○印を付けています。 

① ② 

③ 

④ 
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会計名 下水道事業会計（都市建設部） 
 

ア 運営方針 

 
○ 基本構想、基本計画並びに下水道総合計画に基づき、計画的に汚水事業並びに雨水事業を進め、 
  適正な維持管理を行い経営の健全化を図っていきます。 
 
○ 地方公営企業法の規定に基づいた財務規定を適用することにより、企業会計の円滑な運用を行 
  います。 
 
○ 雨水浸透施設の普及等地下水涵養(かんよう)のため、雨水流出抑制を推進するとともに、浸水 
  ・冠水箇所の早期解消を図るために重点的に雨水管渠整備を進めます。 
 
○ 財政収支の見通しを的確に把握し、後年度負担を極力軽減し、安定した健全な経営を進めます。 
 
○ 横田基地からの雨水幹線の更生事業を継続して進めます。 
 
○ 公共下水道ストックマネジメント基本計画（平成 31 年 3 月策定）に基づき、老朽化する下水 
  道施設の改築更新などを進めます。 
 
○ 収入 
  ・補助金等の収入確保に努め、将来的な更新事業等に備え下水道使用料の料金改定を行います。 
  ・雨水事業の主な財源となる一般会計からの繰入金については、一般会計と連動した運営を行 

います。 
  ・企業債については、計画的な下水道事業を継続していくための財源とすることから、継続し 

た予算措置とします。 
          
   支出 
   ・汚水事業については、公共下水道ストックマネジメント基本計画に基づく事業を実施します。 
   ・雨水事業については、施設の効率的な維持管理を行うとともに、雨水管渠の整備を行い、冠 

水区域の早期解消に取り組みます。 

イ 決算の主な内容 

 
 
○ 下水道事業の効果的効率的運営を推進するため、令和元年度から公営企業会計へ移行し、発生 

主義に基づく複式簿記による会計処理を行いました。 
 
 
 
○ 下水道施設の持続的な機能確保とライフサイクルコストの低減を図るため、ストックマネジメ 

ント計画に基づき汚水管渠の点検を行いました。また、雨水幹線更生事業として、雨水管更生 
の設計を行いました。 

 
 
 
○ 市内冠水箇所に対し、雨水管渠新設改良工事を行い、冠水被害の解消に努めました。 
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ウ　下水道事業会計（収入）

【収益的収入】     （単位：円）
款 項

1

3

2

6

    （単位：円）

款 項

2 1
3 1

1
2
3

エ　下水道事業会計（支出）

【収益的支出】     （単位：円）
款 項

1
2
3
4

2 1
1
2

4 1

【資本的支出】     （単位：円）
款 項

1
2
3

2 1
3 1

合計

210,000,000

3 補助金
長期前受金戻入4 329,209,427

5
34,321,288

目 令和元年度

消費税及び地方消費税還付金

管渠費 80,496,245

総係費 120,138,549
流域下水道費 344,315,238

合計 1,302,021,011

減価償却費 684,348,112
支払利息

4
受益者負担金
工事負担金

0
0

8,559,000

380,654,720

3
過年度損益修正損

1

企業債11

他会計出資金
国庫補助金

67,927,837

4,590,000

目 令和元年度
下水道使用料 979,543,295

202,764,213
手数料
雨水処理負担金2

464,300
347,714

12,009,000

1

雑収益

【資本的収入】

国庫負担金

1

2

345,720

合計 983,427,561

1 受取利息及び配当金
他会計負担金

合計 1,563,594,957

目 令和元年度

154,052,000
8,043,720

0

1

予備費

目 令和元年度

1
1

管渠整備費
管渠改良事業費
多摩川上流流域下水道建設負担金
企業債償還金
基金積立金

246,263,316
8,580,000

100,576,586
345,749,659

1

その他特別損失 4,791,721

282,258,000

3,309
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オ　会計別財務諸表

①　貸借対照表 （単位：千円）

平成30年度 令和元年度 増減 平成30年度 令和元年度 増減

１ 16,791,920 １ 2,659,537

13,334,565 2,659,537

3,660 ２ 401,956

13,689,367 313,787

△ 588,617 84,144

302 4,025

△ 136 ３ 8,088,800
229,989 8,418,009

2,021,963 △ 329,209
2,021,963 11,150,293
1,435,392 資本の部
1,435,392 １ 資本金 5,888,579

２ 479,068 5,734,527
406,124 154,052
74,781 ２ 232,116

△ 1,837 232,116
17,270,988 6,120,695

17,270,988

②　損益計算書 （単位：千円） ③　キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

平成30年度 令和元年度 増減 平成30年度 令和元年度 増減

946,737
202,764 232,116

465 684,348

1,149,966 1,837

73,886 2,347
315,876 △ 329,209

119,349 △ 348

684,348 67,928

1,193,459 19,351

△ 43,493 △ 58,135
348 620,235

12,009 348
4,590 △ 67,928

329,209 552,655
2,176

348,332 △ 231,084

67,928 △ 91,515

67,928 8,044

236,911 8,559

3 △ 282,258

4,792 △ 588,254

4,795

232,116 210,000

232,116 △ 345,750

154,052

18,302

△ 17,297

423,421

406,124

資金期首残高

４
営
業
外
費
用

経常利益

資金期末残高

投資活動によるキャッシュ・フロー

小計

建設改良費等の財源に充てるた
めの企業債の償還による支出

他会計からの出資による収入

支払利息

小計

過年度損益修正損

その他特別損失

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てる
ための企業債による収入

５
特
別
損
失

財務活動によるキャッシュ・フロー

無形固定資産の取得による支出

資本の部合計

有形固定資産の取得による支出

未払金の増減額（△は減少）
小　計

利息及び配当金の受取額

勘定科目 勘定科目
資産の部 負債の部

減価償却累計額

機械及び装置

建設改良費等の財源にあてるた
めの企業債

未払金

賞与引当金

固定資産

小計

投資その他の資産
基金

固有資本金
繰入資本金
剰余金

流動資産

長期前受金

現金預金
未収金

繰延収益

長期前受金収益化累計額
施設利用権

固定負債

土地

建設改良費等の財源にあてるた
めの企業債

構築物

流動負債

有形固定資産

無形固定資産

減価償却累計額
建設仮勘定

負債の部合計

勘定科目

１
営
業
収
益

管渠費
２
営
業
費
用

小計

長期前受金戻入額

受取利息及び受取配当金

支払利息

未収金の増減額（△は増加）

負債及び資本の部合計

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益
減価償却費

貸倒引当金の増減額（△は減少）

賞与引当金の増減額（△は減少）

小計

下水道使用料
雨水処理負担金
手数料

当年度未処分利益剰余貸倒引当金

利息の支払額

受取利息及び配当金

補助金
他会計負担金

長期前受金戻入
雑収益

３
営
業
外
収
益

流域下水道費

総係費

減価償却費

営業損失

業務活動によるキャッシュ・フロー

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

国庫補助金等による収入

受益者負担金等による収入

基金の積立による支出

当年度純利益

当年度未処分利益剰余金

資金増加額（又は減少額）

資産の部合計

勘定科目
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④　資本金計算書

⑤　財務構造分析
固定資産の主な構成割合

 

カ　下水道事業会計総括

                  （単位：千円）

　下水道総合計画及びストックマネジメント計画に基づき、汚水事業については汚水管渠点検委託
を、雨水事業については浸水・冠水箇所の早期解消を図るために雨水管渠整備を進め、適正な維持管
理に努めました。また、地方公営企業法に準じた公営企業会計への移行し、発生主義に基づく複式簿
記による会計処理を行うことにより、資産及びコストを含む全体の経営状況を把握することができま
した。将来にわたり持続可能なサービスとなるようにより効率的で健全な経営を目指していきます。

費用及び特別損失の主な構成割合

令和元年度

平成30年度 令和元年度 増減

5,734,527

386,168

6,120,695

当期首残高

当期変動額

当期末残高

項目
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項

2

合計 80,496,245

予算現額（千円） 108,332

14,900 鉄道用地

下水道施設修繕

71,850 回線使用料等

支
出
済
額

69,731 電気料 43,756,622

36,583,142

管渠調査
管渠清掃
ストックマネジメント点検
ポンプ施設保守点検
流量計保守点検
修繕待機
樋管及び下の川草刈り等
樋管開閉機保守点検
下水道河川占用区域測量
地下埋設物調査

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

69,036,7491 下水道使用料 63,999,677

1 西住宅周辺排水路維持管理負担金 178,720

予算科目 款 下水道事業費用 項 営業費用

（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額
合計金額

2 防災・安全交付金 4,300,000 基金利息 343,352

2 公共下水道施設整備事業補助金 215,000

1

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

光熱水費

通信運搬費

委託料

賃借料

修繕費

事業名（目） 管渠費

事業概要

下水道施設の維持管理のため、調査や清掃、修繕などを実施します。

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 344,315,238

支
出
済
額

負担金 344,315,238 多摩川上流流域下水道維持管理負担金

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

344,315,238

344,315,238
（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

2

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 流域下水道費

事業概要

福生市の汚水を処理する多摩川上流水再生センター（昭島市にある東京都の施設）の維持管理に要
する費用を、流域処理区関連市町で負担して運営しています。下水道施設の維持管理のため、調査
や清掃、修繕などを実施します。

予算現額（千円） 348,477

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 下水道事業費用 項営業費用

合計金額
1 下水道使用料

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 120,138,549

消耗品費

印刷製本費

委託料 87,688,523

公営企業会計システム保守
公営企業会計運用支援
使用料徴収事務
下水道管理システム保守

その他
（旅費、通信
運搬費、手数
料、保険料、
雑費）

336,633

250,000
雨水貯留槽設置
雨水浸透施設設置

印刷製本費 210,680
貸倒引当
金繰入額

378,282 下水道使用料

公営企業会計システムプログラム

積算システムプログラム

報酬 1,634,600 一般事務嘱託職員報酬 負担金 1,376,206

日本下水道協会
多摩川上流流域下水道事業対策協議会

実務講習会等参加
多摩地区積算施工適正化委員会

水質検査

支
出
済
額

給料、手当等 24,867,137

維持管理部門職員3人分の
人件費␣␣␣␣␣␣␣␣␣␣
␣␣␣
給料、手当、賞与引当金繰入
額、 法定福利費、退職給付費、
法定福利費引当金繰入額

賃借料 3,001,860

備消品費 394,628 補助金

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

108,718,692

75,000
（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

1 下水道使用料 108,643,692

3

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 総係費

事業概要

下水道事業活動全般に係る一般管理費になります。

予算現額（千円） 134,956

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 下水道事業費用 項 営業費用

合計金額
2 社会資本整備総合交付金

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 684,348,112

無形固定資産
減価償却費

95,595,542 施設利用権

支
出
済
額

有形固定資産
減価償却費

588,752,570
構築物
機械及び装置

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

336,297,976

329,209,422
（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

1 多摩川上流雨水幹線青梅市協力金 7,088,554

4

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 減価償却費

事業概要

下水道施設（固定資産）は、耐用年数満了までの年数に渡って支出の効果が持続することから、耐
用年数満了までの期間について期間損益計算の費用（減価償却費）として計上します。減価償却を
行うことにより、費用を平準化し利益を正確に把握することができます。なお、現金の支出は伴いませ

予算現額（千円） 684,349

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 下水道事業費用 項営業費用

合計金額
2 長期前受金戻入

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ

− 13 −
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項

合計 67,927,837

支
出
済
額

企業債利息 67,927,837
公共下水道事業債
流域下水道事業債

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

14,610,669

14,610,669
（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

5

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 支払利息

事業概要

下水道施設の整備に要する費用等に充てるために借り入れた企業債の利息などを返済します。

予算現額（千円） 69,038

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 下水道事業費用 項営業外費用

合計金額
1 下水道使用料

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 3,309

支
出
済
額

過年度損益
修正損

3,309
下水道使用料徴収事務過誤納
還付金

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

0

（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

6

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 過年度損益修正損

事業概要

下水道使用料徴収事務において、過誤納還付金が発生したときのための費用を計上します。

予算現額（千円） 4

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 下水道事業費用 項特別損失

合計金額

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 4,791,721

法適用前期間に係る期末勤勉手当

法適用前期間に係る法定福利費法定福利費 468,499

貸倒引当金
繰入額
（法適用前）

1,459,170 法適用前期間に係る貸倒引当金

支
出
済
額

貸倒損失 342,593 令和元年度不納欠損分

手当 2,521,459

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

2,989,958

2,989,958
（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

7

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） その他特別損失

事業概要

地方公営企業法適用初年度に係る費用や下水道使用料の不納欠損、経常的ではない撤去工事のた
めの費用を計上します。

予算現額（千円） 53,593

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 下水道事業費用 項特別損失

合計金額
1 下水道使用料

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 0

支
出
済
額

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

0

（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

8

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 予備費

事業概要

予算編成当時予期しなかった予算外の支出が生じた場合、または支出予算計上額が不足した場合
に、予備費から充当します。

予算現額（千円） 2,000

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 下水道事業費用 項予備費

合計金額

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 246,263,316

2,830,900 公共ます設置

R元工事件数　2件

委託料 60,170,910
管渠新設等設計
監理 169,539,480

本町排水区管渠新設
（富士見通り関連）

支
出
済
額

給料、手当等 13,722,026

建設部門職員2人分の人件費
␣␣␣␣␣␣␣␣␣␣␣␣
給料、手当、賞与引当金繰入
額、法定福利費、法定福利費
引当金繰入額、退職給付費

工事請負費

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

140,000,000

140,000,000
（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

9

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 管渠整備費

事業概要

下水道施設を新たに整備するための事業です。

予算現額（千円） 434,547

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 資本的支出 項建設改良費

合計金額
1 公共下水道事業債

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 8,580,000

支
出
済
額

委託料 8,580,000 雨水管渠更生設計

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

8,043,720

8,043,720
（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

10

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 管渠改良事業費

事業概要

既設管渠の長寿命化を図り、耐用年数を延長するための事業です。

予算現額（千円） 9,200

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 資本的支出 項建設改良費

合計金額
3 雨水管渠更正事業費補助金

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ

− 19 −



項

合計 100,576,586

支
出
済
額

多摩川上流
流域下水道
建設負担金

100,576,586
多摩川上流流域下水道建設
事業負担金

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

78,559,000

70,000,000
（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

4 流域下水道防衛施設分負担金 8,559,000

11

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 多摩川上流流域下水道建設負担金

事業概要

福生市の汚水を処理する多摩川上流水再生センター（昭島市にある東京都の施設）の建設事業に要
する費用を、流域処理区関連市町で負担して運営しています。

予算現額（千円） 112,805

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 資本的支出 項建設改良費

合計金額
1 流域下水道事業債

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 345,749,659

流域下水道
事業債元金
償還金

52,480,225 流域下水道事業債

支
出
済
額

公共下水道
事業債元金
償還金

293,269,434 公共下水道事業債

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

0

（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

12

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 企業債償還金

事業概要

下水道施設の整備に要する費用に充てるために借り入れた企業債の元金を返済します。

予算現額（千円） 345,751

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 資本的支出 項企業債償還金

合計金額

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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項

合計 282,258,000

支
出
済
額

基金積立金 282,258,000 基金積立金

節名称 金額（円） 事業費名 節名称 金額（円） 事業費名

0

（
円

）

特
定
財
源
内
訳

項 細節名称 金額 細節名称 金額

13

総合計画
の体系

まちづくりの目標 第３章_潤いのある豊かなくらしづくり

目標に対する指針 第２節_快適な生活環境の創出

施策名 施策21_下水道事業の充実

事業名（目） 基金積立金

事業概要

耐用年数を迎える下水道施設の大規模改修事業に備え、その時に必要な財源として、計画的に基金
を積み立てます。

予算現額（千円） 282,258

基本事業名 21-1　下水道事業の充実

予算科目 款 資本的支出 項基金積立金

合計金額

実施計画決算
継続事業 主要な施策 部署名 部名 都市建設部 課名 道路下水道課 係名 下水道グループ
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再生紙を使用しています。
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